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 要  旨 
 ネットワークが一般的によく用いられるようになり、様々なコミュニケーション手段が取られ
るようになった。また、Web 上で動画の投稿・閲覧を行うことのできる動画共有サイト、例えば
YouTube などの普及が著しい。そのような動画共有サイトの中、日本国内では動画の閲覧ととも
にコミュニケーションを行うことができるサービスが近年注目を集めている。特に利用率の高い
サービスはニコニコ動画というサービスで、国内の利用者の間では YouTube を遥かに超える利用
時間となっている。 
 ニコニコ動画におけるインタフェースの特徴は以下の通りである。 
・動画閲覧中に動画上に提示されるテキストコメントを付与できる 
・テキストコメントがサーバに蓄積され、全く違う実時間の人のコメントも提示される 
このインタフェースにより、他のユーザが自分と同じ時間を共有し、コメントをしているかのよ
うな感覚を得られる。また、コミュニケーションは同時にアノテーションとなり動画情報の充足
が期せずして行われる。 
本研究では手書きアノテーションによる非同期コミュニケーションシステムを開発する。 
 ユーザは動画上に対してマウスやペンタブレットによって手書きをほどこす。ほどこされた手
書きストローク情報はサーバに蓄積される。ストロークは動画の再生時にサーバから送信され、
ユーザの画面において提示される。 このようなシステムを製作することで、手書きストロークの
非同期共有を行うことができる。 
 しかし、このようなインタフェースの作成時に、いくつか問題があることがわかった。第一に、
手書きストローク情報を描き込む行為自体は容易だが、思い通りの線を引くことは難しい。直線
を引こうとしても幾分か曲がってしまう。そこで、本システムでは手書きストロークの描画時に
補正を施すことによってこの問題の解決を図った。第二に、アノテーションとして考えた際、テ
キストに比べて検索を行うことが難しい。過去にこのようなアノテーションを見た、あるいは行
ったがどの再生時間であったのかわからないといった場合にテキストは検索が容易であるが、手
書きインタフェースでは違う。そこで、本研究では手書き検索機能を設けた。これにより手書き
情報の検索を行うことが可能となり動画内検索性が向上した。 
 
